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	食と暮らしを守る社
	天王坊稲荷神社
	食べること。働くこと。家族と暮らすこと。
	天王坊稲荷神社は、人が生きていく日々の営みに寄り添い、
	食の恵み、家庭の安寧、商いの繁栄を願うお稲荷さまです。
	御神徳
	衣食住・家内安全・商売繁盛　食の恵み・災難除け
	食の恵み
	商いの繁栄
	家庭の安寧


	戦火を受けた、黒い狐。
	災いを受け止め、黒狐となる。
	今も変わらず、境内を見守る黒狐。
	受け止めたものは、やがて福となる。

	狐が集う、よの木。
	古くから、狐が榎(えのき)に集うという伝承があります。
	このよの木は、狐たちが集う木と考えられます。
	集まった狐たちは――
	会議をしていたのか。宴を開いていたのか。
	それとも、どこかへ向かう相談をしていたのか。
	今も、私たちには見えないところで、狐たちが集まっているのかもしれません。

	焼けても、また芽吹く。

	食を支え、
	暮らしを豊かに。
	人々の営みのそばに、これからも。
	おしゃごじ二福神
	人と物の集まる祈りの場と商いの場
	人が巡り合い、恵みを分かち、暮らしが満ちる。
	人が巡り合う
	商いの繁栄
	家庭の安らぐ

	その巡りを、稲荷の神さまは見守ります。


